


















者によって記されたものである。そのため、現在までのアイヌ史、アイヌ文化は、すべて他者から見た研究である。しかしながら、いまだ十分に解明されていないアイヌ史、アイヌ文化の研究を進めるためには、上述のような現存する資料を、さらに細かく調査・検討していく必要がある。それにより、アイヌ自身ではなく、他者の記した資料からも、 「歴史の主体として アイヌ像」が見えてくるのではないかと考えられている（児島二〇〇三：二） 。このことは、アイヌ衣服の研究に関しても同様であると言え 。　
アイヌ衣服の地域差とその成り立ちに関する問題は、一つの学問















とが出来る。例えば、 『エトロフ島漂着記』では、 「①身にはあしかの皮を着物にいたし、…（中略）…②唇に入ずみいたし、脈前より手先まで段々入墨仕、指には一筋づゞ入墨致し申候」 （高倉編一九六九：七より引用、傍線部①②筆者注）とあり、まず傍線部①には、 「身にはあしかの皮を着物にいたし」とあることから、普段着として あし 用している様子が分かる。さらに前後の文脈から判断すると、着用 ているのは恐らく女性であり、普段は刺繍 様のない獣皮を着ていると考えられる。また、 傍線部②では、唇、 手首から指先にかけてイレズミ
（５）
を施している様子が窺える。 「指
には一筋ずつ」という記述から 南島のハジチ ような細かく複雑な文様ではなく、 直線的で比較的単純な文様であっ と考えられる。　
さらに、獣皮として使用されていた動物や、樹皮衣の着用の様子
に関して、 「③男女共に衣類は大鳥の皮、狐、らっこ、 しか 熊の皮 て候。裏をなめす事なく、 ぎ候まゝにて袖ぼそに仕立着用仕候。… （中略） …④男女共に別て前を隠し申候。男は帯をいたし候。獵に出海に入候節はあつつふしと申物木 皮にて組たるを下帯の上に巻て見せ不レ申 。女の衣類はむねよりすそま 縫通 て候。 」（高倉編一九六九：七―八より引用、傍線部③④筆者注） 。とあり、傍線部③からは、衣類として使用されていた獣皮には鳥、狐、らっこ、あしか、熊の皮が用いられ いたことが分かる。寒冷 地域で
あるためか、この地域では獣皮の着用が目立っており、アットゥ
ㇱ（６）
などの木の皮 ら作られる衣服は、傍線部④にあるように猟で海に出る場合など特定の状況のみに見られた。このことから、衣服の素材は着られる地域によっても、その寒暖差から多少異な くるのではないかと考えられる。同時に 大人用の衣服だけでなく、子ども服に関する記述も記さ ている。 「⑤子共の着物は大方犬の皮にて候。 」 （高倉編一九六九：八より引用、傍線部⑤筆者注）とあることから、傍線部⑤からは、子どもの衣服は、犬の皮から作られる獣皮が使用されていたことが分かる。ここでも樹皮衣と思われる記述はなく、衣服はすべて獣皮が着られている。　
一方で、獣皮を着用する際にも身分による差があることが窺え




記述されており、 ここでは衣服が交易されている様子が伺える。 「⑦官服の古衣の錦類、青玉等を持来て、蝦夷土産物及び日本の鐵、鉄類と交易あり。…（中略）…⑧貴 獵虎皮、獺皮、貂皮等を持出、満州人等は満州の官人の古衣の錦類、青玉等を持出て相互に利益の損得を量て交易すると云り」 （高倉編一九六九：四七九より引用、傍線部⑦⑧筆者注）とあり、傍線部⑦には 満州人との交易の様子が記されている。ここでは、 服 類がアイヌ側へ渡ったこと 分かる。また、傍線部⑧からは、ラッコ皮、カワウソ皮、テン皮は特に貴重なものとされ、官人の古衣の錦類、青玉などと交易された。つまり、当時において、獣皮は普段着としても交易品としても価値の高かったものであった とが分 る。　
このような毛皮交易に関しては、一般に、北海道では明治時代の
























形状が似ている文様も多くある。その中でも「１．アイウシ文」は、最も基礎的な 様であり、モレウ文等と 複合により、様々な文様へ派生している様子が窺える。このアイウシ文は、棘がある文様という意味で、 ｛｝ に似ていることから括弧形文様とも言われている。アイヌの服飾文様には、アイウシ文は非常に多く使用され他の民族にはあまり見られ いものであるため、アイヌ 様を特徴付ける重要な要素の一つとさ て る（アイヌ文化保存対策協議会編一九六九：二二六） 。　
上述した服飾文様は、絵画史料であるアイヌ絵にも見ることが出








注）　 1. アイウシ、2. モレウ、3. アイウシモレウ、4. シッケウヌモレウ、5 － 7. ウ
タサ、8,9. シク、10. ウレンモレウ、11. シクウレンモレウ、12. アイウシ
ウレンモレウ、13. シッケウヌウレンモレウ、14. アパポエプイ、15,16.


















り付けられ、 その上に刺繍が施されている。全体的に ウシ文 （括弧形 ｛｝ 文様）が見られ、モレウ文（渦巻文様）は見られない。　
また、 『夷諺俗話』には、 「其上へアツシのチミプを着するなり。
チミプといふは着物といふ事にて手羽アツシの事なり。⑨メノコの着するアツシのチミプは無地多 。縫模様のあるも中には着したるもあり。 」 （高倉編一九六九：五〇〇より引用、傍線部⑨筆者注）とあり、傍線部⑨からは、女性の着用する着物は無地 多 が、縫って作られた縫模様のある物も着用することが分かる。これは、儀礼以外にも文様入 の衣服を着用している 子 分かる事例である。また、この文様入りの衣服の素材は「アツシ」とあることから、樹皮衣である とが分かる。　
上述した事例や実物資料から見ると、アイヌでは文様入りの衣服



















































































北辺篇』 ：三―一二所収、 串原正峯（一七九三） ：
































イヌ絵といった和人の記録には、偏見や差別といったことが反映されてしまって る可能性もある。そのため、使用する文献・絵画史料に関しては史料の信憑性を十分に吟味し、慎重に取り扱う事とする。また、 当時の交易におけるアイヌと和人などの接触 関しては、衣類等を含めた 品に関する情報を正確に把握するためにも、アイヌの交易史を十分に押さえておく必要があると考える。今後は、このような歴史背景等に関しても注意をしな ら、衣服の文様の分類を進めていき い。注（
1） 「アイヌ」という語は、本来アイヌ語で「人」或いは「良い人間」という意味であり、地球上に生きる人々すべての事を指している。本稿では、和人と区別をする意味も込め、アイヌの定義は「アイヌ語を母国語と意識する人々」とし、使用する事とする。
（















 函館市北方民族資料館（二〇一六・九・九、学芸員） 、アイヌ民族博物館（二〇一六・九・一〇、学芸員）からの聞き取りと、アイヌ民族博 の展示解説を参考に筆者作成。
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京国立博物館蔵などを指す。越崎宗一郎の よればイヌ絵とはアイヌの生活風俗を表現する絵画 総称の事をいう。ただし、アイヌは文字を持たず、絵も描かなかった民族である（高倉新一郎編一九七三：一一） 。一方で、このようなアイヌ絵はアイヌ自身ではなく和人 よって描かれたも であるため、場合によって 和人によ 偏見や差別的な部分が絵画に反映されてしまっている可能性もある。そのため、アイヌ を取り扱う際には、時代背景や作者の目的（記録目的或いは鑑賞目的として制作されたか等）を踏まえた上で、史料の信憑性を吟味し慎重に取り扱 くことが望ましいと考えられる。
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7） アイヌにおける獣皮衣 、主に熊、鹿、狐、犬、兎、その他海獣などの毛皮を縫い合わせて作われるとされているが（荒井、村中一九六一：一二） 、和人との交易で、獣皮の交易品しての需要が高まり、同時に、和人からは木綿を得てい ことから、徐々に の衣文化が変化し いったのではなかと考え れる。
（
8） 荒井純子、村中智恵子 よると、植物質の衣服に関しては繊弱である上に着流しにしたり、副葬品にされて た為、現在では博物館以外 はあまり見られないとされていたが
 （荒




























術者）がトゥスして騒ぎ出す」 （北海道教育庁教育文化課編一九八七：一一二） 、 「カムイノミの時 アイヌの名前を用いる。自分も実はそれを持っている。祖母の妹で拝む婆さんがおり、子どもの頃体が弱かった で、この人 の語名前を付けてもらった。…（中略）…名付け親の婆さんはトゥス
tusu
をやる人だった。このトゥスは一人で勝手に起こるも
ので、自分の名を付けてくれ のも、向こうから勝手 やってくれたので、頼んでみて らったのではない」 （北海道教育庁社会教育部文化課編一九八七：一四― 五 どの事例が、北海道・網走地方に見られ このことから、少なくとも当時の網走においてはトゥスクルと思われる人物 出現してるが、その役割は禁忌を犯した者への処罰を行うというものあるいは名前 名付け親として力を持っている存在である。しかし、調査報告書からはトゥ クル ような巫術者自体
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存在・行為が報告されている事例が非常に少ない。この理由には、一八七五年の樺太・千島交換条約締結に際して北海道・網走地方へ移住していた アイヌの大多数が一九〇六年頃までには帰還していたこともあり、樺太の文化 それほど根付かなかったという可能性も考えられる（田村二〇〇七：三七―三八） 。
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児島恭子（二〇〇九） ： 「アイヌ史の多様性」 『本郷』ＮＯ．八二
　
二二―二四




















































高倉新一郎編（一九七三） ： 『アイヌ絵集』 （図録巻・解説巻）番町
書房
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同編（一九八八） ： 『アイヌ民俗文化財調査報告書（ 調査
Ⅶ沙流・十勝地方） 』北海道教育委員会
同編（一九八九） ： 『アイヌ民俗文化財調査報告書（ 調査
Ⅷ鵡川・有珠地方） 』北海道教育委員会











同編（一九九五） ： 『アイヌ民俗文化財調査報告書（ 調査
ⅩⅣ補足調査
1） 』北海道教育委員会
同編（一九九六） ： 『アイヌ民俗文化財調査報告書（ 調査
ⅩⅤ補足調査
2） 』北海道教育委員会
同編（一九九七） ： 『アイヌ民俗文化財調査報告書（ 調査
ⅩⅥ補足調査
3） 』北海道教育委員会
同編（一九九八） ： 『アイヌ民俗文化財調査報告書（ 調査
ⅩⅦ補足調査
4） 』北海道教育委員会
同編（一九九九） ： 『アイヌ民俗文化財調査報告書（ 調査
ⅩⅧ補足調査
5） 』北海道教育委員会
本田優子（二〇〇二） ： 「近世北海道におけるアットゥ
ㇱ
の産物化と
流通」 『北海道立アイヌ民族文化研究センター研究紀要』第八号
　
一―四〇
本田優子（二〇〇三） ： 「近代北海道におけるアットゥ
ㇱ
産出の様相
を解明するための予備的考察―開拓使の統計資料の整理と分析を中心に―」 『北海道立アイヌ民族文化センター研究紀要』第九号
　
三五―七九
本田優子（二〇〇四） ： 「アイヌ口承文芸にあらわれる衣服について」
『北海道立アイヌ民族文化センター研究紀要』第一〇号
　
三三
―六七
本田優子（二〇〇五） ： 「近世北海道におけるアットゥ
ㇱ
着用の様相」
『北海道立アイヌ民族文化研究センター研究紀要』第一一号七三―一〇七
本田優子（二〇〇七） ： 「樹皮を剥ぎ残すという言説をめぐって―更
科源藏の記録に基づく一考察―」 『北海道立アイヌ民族文化研究センター研究紀要』第一三号
　
一五―二九
